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調査は， 2014年 12月15日から 12月20日にかけて，筑波大学人文学類先史学・考古学コー





























2013年度調査時に使用されていた武具八幡古墳の墳頂に設定した杭を基点として， 3 ~ 6号墳




























第 3詔坂田塙台3号墳測量図 (S=1: 250) 
的良いが，墳裾は不明瞭なため，後世に削平等の改変を被っている可能性が考えられる。また，
















































































































ことを示す。各タイムスライスの左部を Y軸，上部を X軸とし 各反応の位置を (X，y) と
して表記する。








タイムスライス② (100- 1l0cm) 
タイムスライス③ (120- 130cm) 
第 8密 坂田塙台古墳群GPR疑似平面図 (S=l・600)
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同じく 3号墳の北側(-15， -15)から(-18， -20)の範囲において，上述したものと
類似した土坑のような反応が認められる。こちらも明確な掘り込み面が不明瞭であるものの，
おおよそ 3x 5m四方程度の平面規模で，地表下 100cm程度に石と考えられる比較的強い反射
が数か所に認められる。ただしこれらそれぞれの反射面は大きくなく，石棺のような大型の石
材ではないと考えられる。













































把握し， 3号墳と 5号墳については古墳の可能性が高いこと， 4号墳と 6号壌については古墳
としての認定に課題があることを確認した。これらのうち 比較的残存状況の良い 3号墳と 5




























塚 2010，比毛ほか 2013)。本来ならば坂田塙台古墳群第 2号墳と呼称する必要があるが，本稿では通
称として知られている武具八幡古墳の名称を用いる。
4) 常総型古墳という名称は「変則的古墳jに代わる名称として安藤鴻基が提唱した(安藤 1981)0 i変則
的古墳Jについては市毛勲が最初に定義しており， (1)内部施設が墳丘裾部に位置すること， (2)内
部施設は通常屑平な板石を用いた箱式石棺であること (3)合葬(追葬)を普通とすること， (4)群
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